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(57)【要約】
【課題】排水に含まれる排熱を利用して、空間の温度の
調整を安定して行う熱交換システムを提供する。
【解決手段】熱交換システム１は、暖房運転及び冷房運
転を切り替えて、空間Ｓの温度の調整を行う。この熱交
換システム１は、暖房運転時に、排水が有する温熱を第
１の媒体に移動させる第１の熱交換器４と、暖房運転時
に、第１の媒体が有する温熱及び外気が有する温熱を第
２の媒体に移動させると共に、冷房運転時に、第１の媒
体が有する温熱を外気に移動させることで該第１の媒体
を冷媒にするヒートポンプ６と、暖房運転時に、第２の
媒体が有する温熱を空間Ｓ内に移動させると共に、冷房
運転時に、第１の媒体が有する冷熱を空間Ｓ内に移動さ
せるエアハンドリングユニット８と、を備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　暖房運転及び冷房運転を切り替えて、空間の温度の調整を行う熱交換システムであって
、
　前記暖房運転時に、排水が有する温熱を第１の媒体に移動させる熱交換器と、
　前記暖房運転時に、前記第１の媒体が有する温熱及び外気が有する温熱を第２の媒体に
移動させると共に、前記冷房運転時に、前記第１の媒体が有する温熱を外気に移動させる
ことで該第１の媒体を冷媒にするヒートポンプと、
　前記暖房運転時に、前記第２の媒体が有する温熱を前記空間内に移動させると共に、前
記冷房運転時に、前記第１の媒体が有する冷熱を前記空間内に移動させるエアハンドリン
グユニットと、を備えていることを特徴とする
　熱交換システム。
【請求項２】
　前記排水を一時的に蓄えるバッファタンクと、
　前記バッファタンク及び前記熱交換器の間で前記排水を循環させる循環流路と、を備え
ていることを特徴とする
　請求項１に記載の熱交換システム。
【請求項３】
　前記バッファタンクは、
　排水元から前記排水を受け入れると共に、一時的に蓄えていた前記排水を前記熱交換器
に送り出すメインタンクと、
　前記熱交換器との間で循環した前記排水を受け入れると共に、一時的に蓄えていた前記
排水を前記メインタンクに送り出すサブタンクと、を有する二槽式であることを特徴とす
る
　請求項２に記載の熱交換システム。
【請求項４】
　ボイラーと、
　前記ボイラーが発生させた温熱を前記第２の媒体に移動させる第２の熱交換器と、を備
えていることを特徴とする
　請求項１～３のいずれかに記載の熱交換システム。
【請求項５】
　前記空間は、農作物又は植物の栽培に用いられることを特徴とする
　請求項１～４のいずれかに記載の熱交換システム。
【請求項６】
　前記排水は、工場で発生したものであることを特徴とする
　請求項１～５のいずれかに記載の熱交換システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱交換システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　農作物を栽培する農業用ハウス等の空間では、ボイラーの熱を利用して温度及び相対湿
度を調整することがある（例えば、特許文献１参照）。一方、農作物を取り扱う工場では
、排水に含まれる排熱を他の用途に有効利用することがある（例えば、特許文献２参照）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第４２０３７１７号公報
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【特許文献２】特許第６０４８７７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、農業用ハウス等の空間では、ボイラーの燃料代が嵩むことが問題となっ
ている。仮に、近くに工場があり、その工場からの排水に含まれる排熱を利用することを
検討した場合であっても、その排熱の量が不安定であるので、ボイラーの燃料の代替とし
て利用することは難しい。また、農業用ハウス等の空間では、農作物の成長を考慮すると
、日没後の夜間温度を下げることが望まれるが、深夜になってようやく理想の温度になる
。このように、農業用ハウス等の空間はそもそも温度の調整が難しい。
【０００５】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、排水に含まれる排熱を利用して、空
間の温度の調整を安定して行う熱交換システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明は、暖房運転及び冷房運転を切り替えて、空間の温度の調整を行う熱交換
システムであって、前記暖房運転時に、排水が有する温熱を第１の媒体に移動させる熱交
換器と、前記暖房運転時に、前記第１の媒体が有する温熱及び外気が有する温熱を第２の
媒体に移動させると共に、前記冷房運転時に、前記第１の媒体が有する温熱を外気に移動
させることで該第１の媒体を冷媒にするヒートポンプと、前記暖房運転時に、前記第２の
媒体が有する温熱を前記空間内に移動させると共に、前記冷房運転時に、前記第１の媒体
が有する冷熱を前記空間内に移動させるエアハンドリングユニットと、を備えていること
を特徴とする熱交換システムである。
【０００７】
　本発明によれば、排水に含まれる排熱の量が不安定である場合であっても、排水が有す
る温熱と共に外気が有する温熱をヒートポンプで取り出す暖房運転をすることで、空間の
温度の調整を安定して行うことができる。そして、本発明によれば、排水に含まれる排熱
を利用しているので、燃料代が嵩むことはない。また、本発明によれば、ヒートポンプで
温熱を外気に吐き出す冷房運転をすることで、空間の温度を下げることができる。
【０００８】
　（２）本発明はまた、前記排水を一時的に蓄えるバッファタンクと、前記バッファタン
ク及び前記熱交換器の間で前記排水を循環させる循環流路と、を備えていることを特徴と
する上記（１）に記載の熱交換システムである。
【０００９】
　本発明によれば、排水元から受け入れる排水に含まれる排熱の量が不安定である場合で
あっても、その排水を一時的にバッファタンクで蓄えて排水に含まれる排熱の量を安定さ
せるので、ヒートポンプで取り出す温熱の量をより安定させることができる。これにより
、空間の温度の調整をより安定して行うことができる。また、熱交換器で温熱が奪われた
排水であっても、全ての温熱が奪われることはなく、十分に温熱が残っている場合がある
。本発明によれば、バッファタンク及び熱交換器の間で排水を循環させて、排水を繰り返
し利用することができるので、排水に含まれる排熱を有効に活用することができる。
【００１０】
　（３）本発明はまた、前記バッファタンクは、排水元から前記排水を受け入れると共に
、一時的に蓄えていた前記排水を前記熱交換器に送り出すメインタンクと、前記熱交換器
との間で循環した前記排水を受け入れると共に、一時的に蓄えていた前記排水を前記メイ
ンタンクに送り出すサブタンクと、を有する二槽式であることを特徴とする上記（２）に
記載の熱交換システムである。
【００１１】
　本発明によれば、二槽式のバッファタンクを備えていることで、排水元から受け入れた
ばかりで、かつ、熱交換器との間で一旦循環した排水と比較して温熱の量が多い排水を、
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優先的に熱交換器に循環させるので、ヒートポンプで取り出す温熱の量をより安定させる
ことができる。
【００１２】
　（４）本発明はまた、ボイラーと、前記ボイラーが発生させた温熱を前記第２の媒体に
移動させる第２の熱交換器と、を備えていることを特徴とする上記（１）～（３）のいず
れかに記載の熱交換システムである。
【００１３】
　本発明によれば、排水に含まれる排熱の量が不安定である場合であっても、ボイラーが
発生させた温熱を利用することで、空間の温度の調整を安定して行うことができる。そし
て、本発明によれば、排水に含まれる排熱を利用しているので、ボイラーが発生させた温
熱だけを利用する場合と比較して、ボイラーの燃料代が嵩むことはない。
【００１４】
　（５）本発明はまた、前記空間は、農作物又は植物の栽培に用いられることを特徴とす
る上記（１）～（４）のいずれかに記載の熱交換システムである。
【００１５】
　本発明によれば、暖房運転及び冷房運転を切り替えることで、空間の温度の調整を安定
して行うことができる。これにより、昼間に高温になった空間の夜間の温度を下げること
が望まれる農作物又は植物の栽培を的確に行うことができる。
【００１６】
　（６）本発明はまた、前記排水は、工場で発生したものであることを特徴とする上記（
１）～（５）のいずれかに記載の熱交換システムである。
【００１７】
　本発明によれば、工場で発生した排水に含まれる排熱を有効活用することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の上記（１）～（６）に記載の熱交換システムによれば、排水に含まれる排熱を
利用して、農業用ハウスの温度の調整を安定して行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施形態に係る熱交換システムの概略図である。
【図２】制御盤の構成を示すブロック図である。
【図３】ヒートポンプを用いる暖房運転時の熱の流れを示す熱交換システムの概略図であ
る。
【図４】冷房運転時の熱の流れを示す熱交換システムの概略図である。
【図５】ヒートポンプを用いない暖房運転時の熱の流れを示す熱交換システムの概略図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態に係る熱交換システム１について詳細に説明
する。なお、暖房運転で空間Ｓの温度を上昇させることは、空気中に含むことが可能とな
る水分の量が増えるので、相対的な湿度を下げることになる。また、冷房運転で空間Ｓの
温度を下降させることは、相対的な湿度を上げることになり、結果として積極的に結露を
発生させる（除湿を行う）ことで空気中に含む実際の水分の量が減るので、絶対的な湿度
を下げることになる。
【００２１】
　まず、図１及び図２を用いて、熱交換システム１の構成について説明する。図１は、熱
交換システム１の概略図である。図２は、制御盤１２の構成を示すブロック図である。
【００２２】
　図１に示す熱交換システム１は、工場で発生した排水に含まれる排熱を利用したヒート
ポンプシステムであり、暖房運転及び冷房運転を切り替えて、トマト等の農作物又は植物
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の栽培に用いられる農業用ハウス等の空間の温度の調整を行う。この熱交換システム１は
、制御盤１２によって統括的に制御される。すなわち、熱交換システム１は、制御盤１２
の制御下において動作して、その動作状況が制御盤１２によって管理される。具体的に、
熱交換システム１は、各所に配置された温度計や流量計の計測結果等に基づいて、各部の
動作が所望する状況となるようにフィードバック制御される。
【００２３】
　このような熱交換システム１は、バッファタンク２と、排水用循環流路３と、第１の熱
交換器４と、第１の媒体用循環流路５と、ヒートポンプ６と、第２の媒体用循環流路７と
、エアハンドリングユニット８と、ボイラー９と、第３の媒体用循環流路１０と、第２の
熱交換器１１と、制御盤１２（図２参照）と、等を備えている。
【００２４】
　バッファタンク２は、排水元となる工場から排水を受け入れて一時的に蓄えると共に、
一時的に蓄えていた排水を第１の熱交換器４に送り出す。また、バッファタンク２は、第
１の熱交換器４との間で循環した排水を受け入れて一時的に蓄えると共に、一時的に蓄え
ていた排水を必要に応じてオーバーフローさせることで外部に送り出す。
【００２５】
　具体的に、バッファタンク２は、メインタンク２０と、サブタンク２１と、を有する二
槽式である。
【００２６】
　メインタンク２０は、排水元となる工場から排水を受け入れて一時的に蓄えると共に、
一時的に蓄えていた排水を第１の熱交換器４に送り出す。また、メインタンク２０は、サ
ブタンク２１から送り出された排水を受け入れて一時的に蓄えると共に、一時的に蓄えて
いた排水を必要に応じてオーバーフローさせることで外部に送り出す。
【００２７】
　サブタンク２１は、第１の熱交換器４との間で循環した排水を受け入れて一時的に蓄え
ると共に、一時的に蓄えていた排水をオーバーフローさせることでメインタンク２０に送
り出す。また、サブタンク２１は、一時的に蓄えていた排水を必要に応じてオーバーフロ
ーさせることで外部に送り出す。
【００２８】
　排水用循環流路３は、第１のポンプＰ１の動力によって、バッファタンク２及び第１の
熱交換器４の間で排水を循環させる循環流路として機能する。具体的に、排水用循環流路
３は、バッファタンク２が有するメインタンク２０から第１の熱交換器４を経由して、バ
ッファタンク２が有するサブタンク２１に戻る流路である。この排水用循環流路３は、並
列して複数（例えば２つ）配置されており、熱交換システム１の運転に必要な能力に応じ
た数を機能させる。
【００２９】
　暖房運転時における第１の熱交換器４は、排水用循環流路３を循環する排水が有する温
熱を、第１の媒体用循環流路５を循環する不凍液等の第１の媒体に移動させる。この第１
の熱交換器４は、並列して複数（例えば２つ）配置されており、熱交換システム１の運転
に必要な能力に応じた数を機能させる。
【００３０】
　暖房運転時における第１の媒体用循環流路５は、第２のポンプＰ２の動力によって、第
１の熱交換器４及びヒートポンプ６の間で第１の媒体を循環させる。冷房運転時における
第１の媒体用循環流路５は、第２のポンプＰ２の動力によって、第１の熱交換器４、ヒー
トポンプ６及びエアハンドリングユニット８の間で第１の媒体を循環させる。
【００３１】
　具体的に、第１の媒体用循環流路５は、第１の熱交換器４から直接ヒートポンプ６を経
由して第１の熱交換器４に戻る流路５ａと、第１の熱交換器４からエアハンドリングユニ
ット８、ヒートポンプ６の順に経由して第１の熱交換器４に戻る流路５ｂと、に分岐して
おり、切替弁である第１の弁Ｖ１の切替えによって流路５ａ，５ｂが切り替えられる。こ
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の第１の媒体用流路５は、並列して複数（例えば２つ）配置されており、熱交換システム
１の運転に必要な能力に応じた数を機能させる。なお、流路５ｂには、逆止弁である第２
の弁Ｖ２が配置されており、第１の媒体の逆流が防止されている。
【００３２】
　暖房運転時におけるヒートポンプ６は、第１の媒体用流路５を循環する第１の媒体が有
する温熱及び外気が有する温熱をかき集め、第２の媒体用流路７を循環する不凍液等の第
２の媒体に移動させる。冷房運転時におけるヒートポンプ６は、第１の媒体用流路５を循
環する第１の媒体が有する温熱を外気に移動させることで、当該第１の媒体を冷媒にする
。
【００３３】
　ヒートポンプ６は、熱交換用ファン６ａを有しており、外気が有する温熱を取り込んだ
り第１の媒体が有する温熱を外気に吐き出したりする構造を採用している。このヒートポ
ンプ６は、並列して複数（例えば２つ）配置されており、熱交換システム１の運転に必要
な能力に応じた数を機能させる。
【００３４】
　ヒートポンプ６を用いる暖房運転時における第２の媒体用循環流路７は、第３のポンプ
Ｐ３の動力によって、ヒートポンプ６、第２の熱交換器１１及びエアハンドリングユニッ
ト８の間で第２の媒体を循環させる。ヒートポンプ６を用いない暖房運転時における第２
の媒体用循環流路７は、第３のポンプＰ３の動力によって、第２の熱交換器１１及びエア
ハンドリングユニット８の間で第２の媒体を循環させる。
【００３５】
　具体的に、第２の媒体用循環流路７は、エアハンドリングユニット８からヒートポンプ
６、第２の熱交換器１１の順に経由してエアハンドリングユニット８に戻る流路７ａと、
エアハンドリングユニット８から直接第２の熱交換器１１を経由してエアハンドリングユ
ニット８に戻る流路７ｂと、に分岐しており、第３の弁Ｖ３及び第４の弁Ｖ４の開閉によ
って流路７ａ，７ｂが切り替えられる。なお、流路７ａには、逆止弁である第５の弁Ｖ５
が配置されており、第２の媒体の逆流が防止されている。また、流路７ａには、第６の弁
Ｖ６が配置されており、当該第６の弁Ｖ６の開閉によって、熱交換システム１の暖房運転
に必要な能力に応じた数のヒートポンプ６に対して第２の媒体を循環させる。
【００３６】
　暖房運転時におけるエアハンドリングユニット８は、第２の媒体用循環流路７を循環す
る第２の媒体が有する温熱を空間Ｓ内に移動させる。冷房運転時におけるエアハンドリン
グユニット８は、第１の媒体用循環流路５を循環する第１の媒体が有する冷熱を空間Ｓ内
に移動させる。
【００３７】
　エアハンドリングユニット８は、循環ファン８ａを有しており、第２の媒体用循環流路
７を循環する第２の媒体が有する温熱、又は第１の媒体用循環流路５を循環する第１の媒
体が有する冷熱を空間Ｓに吐き出す構造を採用している。このエアハンドリングユニット
８は、空間Ｓの大きさや熱交換システム１の運転に必要な能力に応じて、直列して複数（
例えば３つ）配置されている。
【００３８】
　ボイラー９は、燃料を用いて水を加熱し高温の湯または高温かつ高圧の蒸気を発生させ
る。すなわち、ボイラー９は、燃料を用いて温熱を発生させる。このボイラー９は、発生
させた温熱を第３の媒体用循環流路１０を循環する不凍液等の第３の媒体に移動させる。
【００３９】
　第３の媒体用循環流路１０は、第４のポンプＰ４の動力によって、ボイラー９及び第２
の熱交換器１１の間で第３の媒体を循環させる。
【００４０】
　第２の熱交換器１１は、ボイラー９が発生させた温熱を、第２の媒体用循環流路７を循
環する第２の媒体に移動させる。具体的に、第２の熱交換器１１は、第３の媒体用循環流
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路１０を循環する第３の媒体が有する温熱を、第２の媒体用循環流路７を循環する第２の
媒体に移動させる。
【００４１】
　図２に示す制御盤１２は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等の演算処理手段（図
示省略）と、処理プログラムを格納したＨＤＤ（Hard Disk Drive）やＳＳＤ（Solid Sta
te Drive）等の補助記憶手段（図示省略）と、演算処理手段が処理プログラムを実行する
上で一時的に必要とされるデータを格納するためのＲＡＭ（Random Access Memory）とい
った主記憶手段（図示省略）と、を備えている。
【００４２】
　制御盤１２が備えている演算処理手段（図示省略）は、処理プログラムを実行すること
によって、通信部１２０、判定部１２１及び制御部１２２として機能する。
【００４３】
　通信部１２０は、熱交換システム１の各部との間で信号を送受信する。判定部１２１は
、熱交換システム１の各部から受信した信号に基づいて各種判定を行うことで、熱交換シ
ステム１の各部の運転状況を決定すると共に、判定結果を信号にして制御部１２２に入力
する。制御部１２２は、判定部１２１から入力された信号に基づく制御信号を、熱交換シ
ステム１の各部に入力し、それぞれの運転状況を制御する。
【００４４】
　次に、図３を用いて、ヒートポンプ６を用いる暖房運転時における熱交換システム１の
熱の流れを説明する。図３は、ヒートポンプ６を用いる暖房運転時の熱の流れを示す熱交
換システム１の概略図である。
【００４５】
　図３に示すように、熱交換システム１では、工場で発生した排熱を有する排水を、バッ
ファタンク２で受け入れて一時的に蓄える。バッファタンク２で一時的に蓄えられている
排水を、排水用循環流路３を用いて第１の熱交換器４との間で循環させる。第１の熱交換
器４において、排水用循環流路３を循環する排水が有する温熱を、第１の媒体用循環流路
５の流路５ａを循環する第１の媒体に移動させる。第１の熱交換器４で温熱を受け取った
第１の媒体を、第１の媒体用循環流路５の流路５ａを用いてヒートポンプ６との間で循環
させる。ヒートポンプ６において、第１の媒体用循環流路５の流路５ａを循環する第１の
媒体が有する温熱及び外気が有する温熱をかき集め、第２の媒体用循環流路７の流路７ａ
を循環する第２の媒体に移動させる。ヒートポンプ６で温熱を受け取った第２の媒体を、
第２の媒体用循環流路７の流路７ａを用いてエアハンドリングユニット８との間で循環さ
せる。エアハンドリングユニット８において、第２の媒体用循環流路７の流路７ａを循環
する第２の媒体が有する温熱を、空間Ｓ内に移動させる。
【００４６】
　なお、図示は省略するが、図３に示す場合において、ボイラー９を併用するようにして
もよい。この場合、ボイラー９で発生させた温熱を、第３の媒体用循環流路１０を循環す
る第３の媒体に移動させる。ボイラー９で温熱を受け取った第３の媒体を、第３の媒体用
循環流路１０を用いて第２の熱交換器１１との間で循環させる。第２の熱交換器１１にお
いて、第３の媒体用循環流路１０を循環する第３の媒体が有する温熱を、既にヒートポン
プ６で温熱を受け取っていて第２の媒体用循環流路７の流路７ａを循環する第２の媒体に
移動させる。
【００４７】
　次に、図４を用いて、冷房運転時における熱交換システム１の熱の流れを説明する。図
４は、冷房運転時の熱の流れを示す熱交換システム１の概略図である。
【００４８】
　図４に示すように、熱交換システム１では、ヒートポンプ６において、第１の媒体用循
環流路５の流路５ｂを循環する第１の媒体が有する温熱を外気に吐き出すことで、第１の
媒体を冷媒にする。ヒートポンプ６で冷媒となった第１の媒体を、第１の媒体用循環流路
５の流路５ｂを用いてエアハンドリングユニット８との間で循環させる。エアハンドリン



(8) JP 2021-165608 A 2021.10.14

10

20

30

40

50

グユニット８において、第１の媒体用循環流路５の流路５ｂを循環する第１の媒体が有す
る冷熱を、空間Ｓ内に移動させる。
【００４９】
　次に、図５を用いて、ヒートポンプ６を用いない暖房運転時における熱交換システム１
の熱の流れを説明する。図５は、ヒートポンプ６を用いない暖房運転時の熱の流れを示す
熱交換システム１の概略図である。
【００５０】
　図５に示すように、ボイラー９で発生させた温熱を、第３の媒体用循環流路１０を循環
する第３の媒体に移動させる。ボイラー９で温熱を受け取った第３の媒体を、第３の媒体
用循環流路１０を用いて第２の熱交換器１１との間で循環させる。第２の熱交換器１１に
おいて、第３の媒体用循環流路１０を循環する第３の媒体が有する温熱を、第２の媒体用
循環流路７の流路７ｂを循環する第２の媒体に移動させる。第２の熱交換器１１で温熱を
受け取った第２の媒体を、第２の媒体用循環流路７の流路７ｂを用いてエアハンドリング
ユニット８との間で循環させる。エアハンドリングユニット８において、第２の媒体用循
環流路７の流路７ｂを循環する第２の媒体が有する温熱を、空間Ｓ内に移動させる。
【００５１】
　このように、熱交換システム１によれば、排水に含まれる排熱の量が不安定である場合
であっても、排水が有する温熱と共に外気が有する温熱をヒートポンプ６で取り出す暖房
運転をすることで、空間Ｓの温度の調整を安定して行うことができる。そして、熱交換シ
ステム１によれば、排水に含まれる排熱を利用しているので、燃料代が嵩むことはない。
また、熱交換システム１によれば、ヒートポンプ６で温熱を外気に吐き出す冷房運転をす
ることで、空間Ｓ内の温度を下げることができる。
【００５２】
　また、熱交換システム１によれば、排水元から受け入れる排水に含まれる排熱の量が不
安定である場合であっても、その排水を一時的にバッファタンク２で蓄えて排水に含まれ
る排熱の量を安定させるので、ヒートポンプ６で取り出す温熱の量をより安定させること
ができる。これにより、空間Ｓの温度の調整をより安定して行うことができる。また、第
１の熱交換器４で温熱が奪われた排水であっても、全ての温熱が奪われることはなく、十
分に温熱が残っている場合がある。熱交換システム１によれば、バッファタンク２及び第
１の熱交換器４の間で排水を循環させて、排水を繰り返し利用することができるので、排
水に含まれる排熱を有効に活用することができる。
【００５３】
　また、熱交換システム１によれば、二槽式のバッファタンク２を備えていることで、排
水元から受け入れたばかりで、かつ、第１の熱交換器４との間で一旦循環した排水と比較
して温熱の量が多い排水を、優先的に第１の熱交換器４に循環させるので、ヒートポンプ
６で取り出す温熱の量をより安定させることができる。
【００５４】
　また、熱交換システム１によれば、排水に含まれる排熱の量が不安定である場合であっ
ても、ボイラー９が発生させた温熱を利用することで、空間Ｓの温度の調整を安定して行
うことができる。そして、熱交換システム１によれば、排水に含まれる排熱を利用してい
るので、ボイラー９が発生させた温熱だけを利用する場合と比較して、ボイラー９の燃料
代が嵩むことはない。
【００５５】
　また、熱交換システム１によれば、暖房運転及び冷房運転を切り替えることで、空間Ｓ
の温度の調整を安定して行うことができる。これにより、昼間に高温になった空間Ｓの夜
間の温度を下げることが望まれる農作物又は植物の栽培を的確に行うことができる。
【００５６】
　また、熱交換システム１によれば、工場で発生した排水に含まれる排熱を有効活用する
ことができる。
【００５７】
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　本発明は、上記実施形態に限られるものではなく、その趣旨及び技術思想を逸脱しない
範囲で種々の変形が可能である。
【符号の説明】
【００５８】
　１　熱交換システム
　２　バッファタンク
　２０　メインタンク
　２１　サブタンク
　３　排水用循環流路（循環流路）
　４　第１の熱交換器（熱交換器）
　５　第１の媒体用循環流路
　５ａ，５ｂ　流路
　６　ヒートポンプ
　６ａ　熱交換用ファン
　７　第２の媒体用循環流路
　７ａ，７ｂ　流路
　８　エアハンドリングユニット
　８ａ　循環ファン
　９　ボイラー
　１０　第３の媒体用循環流路
　１１　第２の熱交換器
　１２　制御盤
　１２０　通信部
　１２１　判定部
　１２２　制御部
　Ｐ１　第１のポンプ
　Ｐ２　第２のポンプ
　Ｐ３　第３のポンプ
　Ｐ４　第４のポンプ
　Ｖ１　第１の弁
　Ｖ２　第２の弁
　Ｖ３　第３の弁
　Ｖ４　第４の弁
　Ｖ５　第５の弁
　Ｖ６　第６の弁
　Ｓ　空間
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【図５】

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月13日(2020.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　暖房運転及び冷房運転を切り替えて、空間の温度の調整を行う熱交換システムであって
、
　前記暖房運転時に、排水が有する温熱を第１の媒体に移動させる熱交換器と、
　外気が有する温熱を取り込んだり前記第１の媒体が有する温熱を外気に吐き出したりす
る構造の熱交換用ファンを有しており、前記暖房運転時に、前記第１の媒体が有する温熱
及び外気が有する温熱を第２の媒体に移動させると共に、前記冷房運転時に、前記第１の
媒体が有する温熱を外気に移動させることで該第１の媒体を冷媒にするヒートポンプと、
　前記暖房運転時に、前記第２の媒体が有する温熱を前記空間内に移動させると共に、前
記冷房運転時に、前記第１の媒体が有する冷熱を前記空間内に移動させるエアハンドリン
グユニットと、
　前記暖房運転時に、ポンプの動力によって、前記ヒートポンプ及び前記エアハンドリン
グユニットの間で前記第２の媒体を循環させる流路と、を備え、
　前記冷房運転時に、前記ポンプの動力を停止することを特徴とする
　熱交換システム。
【請求項２】
　前記排水を一時的に蓄えるバッファタンクと、
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　前記バッファタンク及び前記熱交換器の間で前記排水を循環させる循環流路と、を備え
ていることを特徴とする
　請求項１に記載の熱交換システム。
【請求項３】
　前記バッファタンクは、
　排水元から前記排水を受け入れると共に、一時的に蓄えていた前記排水を前記熱交換器
に送り出すメインタンクと、
　前記熱交換器との間で循環した前記排水を受け入れると共に、一時的に蓄えていた前記
排水を前記メインタンクに送り出すサブタンクと、を有する二槽式であることを特徴とす
る
　請求項２に記載の熱交換システム。
【請求項４】
　ボイラーと、
　前記ボイラーが発生させた温熱を前記第２の媒体に移動させる第２の熱交換器と、を備
えていることを特徴とする
　請求項１～３のいずれかに記載の熱交換システム。
【請求項５】
　前記空間は、農作物又は植物の栽培に用いられることを特徴とする
　請求項１～４のいずれかに記載の熱交換システム。
【請求項６】
　前記排水は、工場で発生したものであることを特徴とする
　請求項１～５のいずれかに記載の熱交換システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　（１）本発明は、暖房運転及び冷房運転を切り替えて、空間の温度の調整を行う熱交換
システムであって、前記暖房運転時に、排水が有する温熱を第１の媒体に移動させる熱交
換器と、外気が有する温熱を取り込んだり前記第１の媒体が有する温熱を外気に吐き出し
たりする構造の熱交換用ファンを有しており、前記暖房運転時に、前記第１の媒体が有す
る温熱及び外気が有する温熱を第２の媒体に移動させると共に、前記冷房運転時に、前記
第１の媒体が有する温熱を外気に移動させることで該第１の媒体を冷媒にするヒートポン
プと、前記暖房運転時に、前記第２の媒体が有する温熱を前記空間内に移動させると共に
、前記冷房運転時に、前記第１の媒体が有する冷熱を前記空間内に移動させるエアハンド
リングユニットと、前記暖房運転時に、ポンプの動力によって、前記ヒートポンプ及び前
記エアハンドリングユニットの間で第２の媒体を循環させる流路と、を備え、前記冷房運
転時に、前記ポンプの動力を停止することを特徴とする熱交換システムである。
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